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地理上の位置

１　基本情報
１　人口・面積

図表　人口・面積・人口密度・世帯数等

区　分
人　口（人） 面 積 人口密度 世 帯 数 一世帯当

たり人員

総　数 男　性 女　性 （㎢） （人 /㎢） （世帯） （人）

東 京 都 13,515,271 6,666,690 6,848,581 2,190.93 6,168.7 6,701,122 2.02 

西 多 摩 390,897 195,680 195,217 572.7 683 157,775 2.48 

　出典：総務省「国勢調査」（平成 27 年）・国土交通省国土地理院「平成 27 年全国都道府県市区町村別面積調査」

人口は平成 27 年 10 月１日現在 390,897 人であり、東京都の人口の 2.9％に当たります。

２　医療施設・医療従事者の状況
図表　病院数

区　　分 西多摩 東 京 都

病　院　総　数 30 642

一　般　病　院 21 592

精 神 科 病 院 9 50

結 核 療 養 所 0 0

【再掲】 地域医療支援病院 1 25

【再掲】 救急告示病院 7 310

【再掲】 療養病床を有する病院 13 245

一 般 診 療 所 250 12,780

【再掲】 有床診療所 15 431

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）
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図表　病院病床数

区　分
病床数 人口１０万対病床数

西多摩 東京都 西多摩 東京都

病 院 病 床 総 数 6,712 127,110 1,717.1 940.5

一般病床 1,789 81,125 457.7 600.2

療養病床 2,297 22,708 587.6 168.0

精神病床 2,622 22,612 670.8 167.3

結核病床 0 520 0.0 3.8

感染症病床 4 145 145 1.1

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」（平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

図表　主な入院基本料別病床数

　※１は医療療養病床、※２は介護療養病床と読み替え。いずれも、人口 10 万対病床数は高齢者人口を使用。

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

　　（平成 28 年１月１日現在）を用いた。

　出典：「平成 28 年度病床機能報告」
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図表　医療施設（病院・一般診療所・歯科診療所）における従事者の状況

区　分 西多摩 東京都
人口 10 万対 人口 10 万対

医 師 795.7 203.4 47,278.0 349.8

歯 科 医 師 313.8 80.3 17,653.4 130.6

薬 剤 師 138.4 35.5 5,554.7 41.1

保 健 師 12.7 3.3 1,911.0 14.1

助 産 師 78.1 20.0 3,397.5 25.1

看 護 師 2,135.0 546.3 84,349.0 624.1

准 看 護 師 725.0 185.5 12,042.5 89.1

歯 科 衛 生 士 254.6 65.0 12,468.0 92.3

歯 科 技 工 士 25.8 6.6 1,078.8 8.0

理 学 療 法 士 175.3 44.7 6,005.5 44.4

作 業 療 法 士 154.0 39.4 2,899.6 21.5

診 療 放 射 線 技 師 107.9 27.5 5,719.1 42.3

診療エックス線技師 3.4 0.9 250.8 1.9

臨 床 工 学 技 士 45.7 11.7 2,469.5 18.3

　注１：‌�従事者数は、常勤換算（従事者について、その職務に従事した１週間の勤務時間を当該医療施設の通常の１週間の勤務時間で

除した数）である。

　注２：病院、一般診療所及び歯科診療所の従事者の計である。

　注３：人口 10 万対従事者数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」( 平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査・病院報告」（平成 26 年 10 月）
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　この圏域における病院（入

院）の受療割合をみると、流

入患者割合 50.0％に対して

流出患者割合 25.7％と大幅

な流入超過になっています。

　域内完結率は 74.3％と東

京都全域の割合を大幅に上

回っています。

　主要傷病別流入流出状況

をみると、脳血管疾患と糖尿

病の流入率が 50％以上とな

っており、悪性新生物と心疾

患の流入率及び流出率は 50

％以内に収束しています。

2　受療の状況

図表　西多摩保健医療圏内施設における
圏域住民－圏域外住民の受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　西多摩保健医療圏内住民の
　　圏域内－圏域外受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　西多摩の主要傷病別流入流出状況
（病院の推計入院患者）

　　　　　資料：厚生労働省「患者調査」（平成 26 年）
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＜高度急性期機能＞

図表　西多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　西多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜急性期機能＞

図表　西多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　西多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地
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＜回復期機能＞

図表　西多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　西多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜慢性期機能＞

図表　西多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　西多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地
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　　　図表　医療機関所在地ベースの推計患者数　　　（参考）患者住所地ベースの推計患者数
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）

注　‌�平成 25 年（2013 年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベースの医療需要推計は

平成 37 年（2025 年）以降を掲載
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）
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＜圏域の特徴＞

高
度
急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 64.9％で、都内隣接区域を含めると 80.4％

・西多摩の医療機関に入院する患者の 85.4％が西多摩の住民

急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 77.1％と高く、都内隣接区域を含めると 89.9％

・区中央部や区西部へも流出しているが、流出先の中心は多摩地域

・‌�高度急性期機能から引き続き入院する患者も含め、西多摩に所在する医療機関が西多摩の住
民を診ている割合は 85.9％と高い。

回
復
期
機
能

・‌�自構想区域完結率は 81.6％と都内で最も高く、都内隣接区域を含めると 91.8％で同じく都
内で最も高い。

・人口 10 万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均の約 1.2 倍

・流出患者数と流入患者数が均衡

慢
性
期
機
能

・‌�高齢者人口 10 万人当たりの医療療養病床数及び介護療養病床数は、ともに都平均の約３倍
と多い。

・‌�自構想区域完結率は 80.2％と都内で最も高く、都内隣接区域含めても 90.4％と同じく都内
で最も高い。

・患者が他の地域から多く流入しており、構想区域外の住民を診ている割合が 60.3％と高い。

図表　平成37年（2025年）の病床数の必要量等

（上段：人/日、下段：床） （人／日）

高度急性期
機能

急性期
機能

回復期
機能

慢性期
機能

在宅医療等 （再掲）
訪問診療のみ

患者数 206 754 928 1,357 4,120 1,787 

病床数 275 967 1,031 1,475 － －

図表 平成37年（2025年）の病床数の必要量等

注　‌�高度急性期機能から慢性期機能までは、いずれも医療機関所在地ベースの考えに基づき、また、在宅医療等については、患者住所
地ベースで将来の必要量を推計
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地理上の位置

１　基本情報
１　人口・面積

図表　人口・面積・人口密度・世帯数等

区　分
人　口（人） 面 積 人口密度 世 帯 数 一世帯当

たり人員

総　数 男　性 女　性 （㎢） （人 /㎢） （世帯） （人）

東 京 都 13,515,271 6,666,690 6,848,581 2,190.93 6,168.7 6,701,122 2.02 

南 多 摩 1,430,411 712,702 717,709 324.71 4,405 626,989 2.28

　出典：総務省「国勢調査」（平成 27 年）・国土交通省国土地理院「平成 27 年全国都道府県市区町村別面積調査」

人口は平成 27 年 10 月１日現在 1,430,411 人であり、東京都の人口の 10.6％に当たります。

２　医療施設・医療従事者の状況
図表　病院数

区　　分 南多摩 東 京 都

病　院　総　数 77 642

一　般　病　院 62 592

精 神 科 病 院 15 50

結 核 療 養 所 0 0

【再掲】 地域医療支援病院 1 25

【再掲】 救急告示病院 24 310

【再掲】 療養病床を有する病院 32 245

一 般 診 療 所 956 12,780

【再掲】 有床診療所 38 431

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）
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図表　病院病床数

区　分
病床数 人口１０万対病床数

南多摩 東京都 南多摩 東京都

病 院 病 床 総 数 17,487 127,110 1,222.5 940.5

一般病床 6,256 81,125 437.4 600.2

療養病床 3,962 22,708 277.0 168.0

精神病床 7,227 22,612 505.2 167.3

結核病床 34 520 2.4 3.8

感染症病床 8 145 0.6 1.1

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」（平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

図表　主な入院基本料別病床数

　※１は医療療養病床、※２は介護療養病床と読み替え。いずれも、人口 10 万対病床数は高齢者人口を使用。

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

　　（平成 28 年１月１日現在）を用いた。

　出典：「平成 28 年度病床機能報告」
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図表　医療施設（病院・一般診療所・歯科診療所）における従事者の状況

区　分 南多摩 東京都
人口 10 万対 人口 10 万対

医 師 2,997.7 209.6 47,278.0 349.8

歯 科 医 師 1,171.7 82.0 17,653.4 130.6

薬 剤 師 472.9 33.1 5,554.7 41.1

保 健 師 244.3 17.1 1,911.0 14.1

助 産 師 177.2 12.4 3,397.5 25.1

看 護 師 7,062.7 493.8 84,349.0 624.1

准 看 護 師 1,818.0 127.1 12,042.5 89.1

歯 科 衛 生 士 1,009.8 70.6 12,468.0 92.3

歯 科 技 工 士 56.9 4.0 1,078.8 8.0

理 学 療 法 士 571.9 40.0 6,005.5 44.4

作 業 療 法 士 430.6 30.1 2,899.6 21.5

診 療 放 射 線 技 師 397.4 27.8 5,719.1 42.3

診療エックス線技師 28.9 2.0 250.8 1.9

臨 床 工 学 技 士 165.0 11.5 2,469.5 18.3

　注１：‌�従事者数は、常勤換算（従事者について、その職務に従事した１週間の勤務時間を当該医療施設の通常の１週間の勤務時間で

除した数）である。

　注２：病院、一般診療所及び歯科診療所の従事者の計である。

　注３：人口 10 万対従事者数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」( 平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査・病院報告」（平成 26 年 10 月）
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　この圏域における病院（入

院）の受療割合をみると、流

入患者割合 44.5％に対して

流出患者割合 28.3％と流入

超過になっています。

　域内完結率は 71.7％と東

京都全域の割合を大幅に上

回っています。

　主要傷病別流入流出状況

をみると、全ての傷病で流

入・流出率が 50％以内に収

束しています。

2　受療の状況

図表　南多摩保健医療圏内施設における
圏域住民－圏域外住民の受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　南多摩保健医療圏内住民の
　　圏域内－圏域外受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　南多摩の主要傷病別流入流出状況
（病院の推計入院患者）

　　　　　資料：厚生労働省「患者調査」（平成 26年）
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＜高度急性期機能＞

図表　南多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　南多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜急性期機能＞

図表　南多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　南多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地
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＜回復期機能＞

図表　南多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　南多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜慢性期機能＞

図表　南多摩の医療機関に入院する患者の住所地

図表　南多摩在住の患者が入院する医療機関の所在地
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　　　図表　医療機関所在地ベースの推計患者数　　　（参考）患者住所地ベースの推計患者数
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）

注　‌�平成 25 年（2013 年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベースの医療需要推計は

平成 37 年（2025 年）以降を掲載
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）

南

多

摩



第
２
章　
（　
　
　
　
　

）

515

＜圏域の特徴＞

高
度
急
性
期
機
能

・‌�自構想区域完結率は 58.3％で、都内隣接区域を含めても 72.0％と島しょを除いて都内で最
も低い。

・都内の他の構想区域と異なり、高度急性期機能は近隣県（神奈川県）への流出が多い。

急
性
期
機
能

・‌�自構想区域完結率は 69.3％で、都内隣接区域を含めても 79.4％と島しょを除いて都内で最
も低い。

・都内の他の構想区域と異なり、高度急性期機能と同様に近隣県（神奈川県）への流出が多い。

回
復
期
機
能

・自構想区域完結率は 70.8％で、都内隣接区域を含めると 80.2％

・‌�都内の他の構想区域と異なり、高度急性期機能及び急性期機能と同様に近隣県（神奈川県）
への流出が多い。

・人口 10 万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均の約８割

慢
性
期
機
能

・‌�都内医療機関における慢性期機能相当の患者の 21.8％を診ており、自構想区域以外の住民が
約半数を占める。

・都内の他の構想区域とは異なり、慢性期機能は近隣県（神奈川県）から流入

・‌�高齢者人口 10 万人当たりの医療療養病床数は、都平均の約 1.5 倍、介護療養病床数は約
2.2 倍

図表　平成37年（2025年）の病床数の必要量等

（上段：人/日、下段：床） （人／日）

高度急性期
機能

急性期
機能

回復期
機能

慢性期
機能

在宅医療等 （再掲）
訪問診療のみ

患者数 746 2,566 2,760 4,040 20,047 13,661 

病床数 995 3,290 3,067 4,391 － －

図表 平成37年（2025年）の病床数の必要量等

注　‌�高度急性期機能から慢性期機能までは、いずれも医療機関所在地ベースの考えに基づき、また、在宅医療等については、患者住所
地ベースで将来の必要量を推計
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地理上の位置

１　基本情報
１　人口・面積

図表　人口・面積・人口密度・世帯数等

区　分
人　口（人） 面 積 人口密度 世 帯 数 一世帯当

たり人員

総　数 男　性 女　性 （㎢） （人 /㎢） （世帯） （人）

東 京 都 13,515,271 6,666,690 6,848,581 2,190.93 6,168.7 6,701,122 2.02 

北多摩西部 640,617 315,992 324,625 90.05  7,114 288,590 2.22 

　出典：総務省「国勢調査」（平成 27 年）・国土交通省国土地理院「平成 27 年全国都道府県市区町村別面積調査」

人口は平成 27 年 10 月１日現在 640,617 人であり、東京都の人口の 4.7％に当たります。

２　医療施設・医療従事者の状況
図表　病院数

区　　分 北多摩西部 東 京 都

病　院　総　数 25 642

一　般　病　院 25 592

精 神 科 病 院 0 50

結 核 療 養 所 0 0

【再掲】 地域医療支援病院 2 25

【再掲】 救急告示病院 14 310

【再掲】 療養病床を有する病院 13 245

一 般 診 療 所 487 12,780

【再掲】 有床診療所 17 431

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

 
武蔵村山市   東大和市 

昭島市 立川市  
 
 
国立市 

 
国分寺市 

10　北多摩西部保健医療圏
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図表　病院病床数

区　分
病床数 人口１０万対病床数

北多摩西部 東京都 北多摩西部 東京都

病 院 病 床 総 数 4,487 127,110 700.4 940.5

一般病床 3,285 81,125 512.8 600.2

療養病床 1,133 22,708 176.9 168.0

精神病床 63 22,612 9.8 167.3

結核病床 0 520 0.0 3.8

感染症病床 6 145 0.9 1.1

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」（平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

図表　主な入院基本料別病床数

　※１は医療療養病床、※２は介護療養病床と読み替え。いずれも、人口 10 万対病床数は高齢者人口を使用。

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

　　（平成 28 年１月１日現在）を用いた。

　出典：「平成 28 年度病床機能報告」
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図表　医療施設（病院・一般診療所・歯科診療所）における従事者の状況

区　分 北多摩西部 東京都
人口 10 万対 人口 10 万対

医 師 1,384.7 216.3 47,278.0 349.8

歯 科 医 師 647.6 101.1 17,653.4 130.6

薬 剤 師 166.2 25.8 5,554.7 41.1

保 健 師 75.5 11.8 1,911.0 14.1

助 産 師 106.3 16.7 3,397.5 25.1

看 護 師 3,211.1 501.3 84,349.0 624.1

准 看 護 師 444.8 69.4 12,042.5 89.1

歯 科 衛 生 士 615.3 95.9 12,468.0 92.3

歯 科 技 工 士 29.8 4.7 1,078.8 8.0

理 学 療 法 士 289.6 45.3 6,005.5 44.4

作 業 療 法 士 129.3 20.2 2,899.6 21.5

診 療 放 射 線 技 師 212.2 33.1 5,719.1 42.3

診療エックス線技師 3.6 0.5 250.8 1.9

臨 床 工 学 技 士 132.4 20.7 2,469.5 18.3

　注１：‌�従事者数は、常勤換算（従事者について、その職務に従事した１週間の勤務時間を当該医療施設の通常の１週間の勤務時間で

除した数）である。

　注２：病院、一般診療所及び歯科診療所の従事者の計である。

　注３：人口 10 万対従事者数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」( 平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査・病院報告」（平成 26 年 10 月）
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　この圏域における病院（入

院）の受療割合をみると、流

入患者割合 33.3％に対して

流出患者割合 52.9％と流出

超過になっています。

　域内完結率は 47.1％と東

京都全域の割合を大幅に下

回っています。　

　主要傷病別流入流出状況

をみると、脳血管疾患以外の

傷病で、流入・流出率とも

50％以内に収束しています。

2　受療の状況

図表　北多摩西部保健医療圏内施設における
圏域住民－圏域外住民の受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　北多摩西部保健医療圏内住民の
　　圏域内－圏域外受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　北多摩西部の主要傷病別流入流出状況
（病院の推計入院患者）

　　　　　資料：厚生労働省「患者調査」（平成 26 年）
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＜高度急性期機能＞

図表　北多摩西部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩西部在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜急性期機能＞

図表　北多摩西部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩西部在住の患者が入院する医療機関の所在地
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＜回復期機能＞

図表　北多摩西部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩西部在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜慢性期機能＞

図表　北多摩西部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩西部在住の患者が入院する医療機関の所在地
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　　　図表　医療機関所在地ベースの推計患者数　　　（参考）患者住所地ベースの推計患者数
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）

注　‌�平成 25 年（2013 年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベースの医療需要推計は

平成 37 年（2025 年）以降を掲載

がん

脳卒中

成人肺炎

大腿骨骨折

121.7％

52.9％

159.6％

59.3％

133.3％

70.8％

161.6％

72.5％

147.3％

76.6％

168.2％

78.4％

153.4％

64.6％

165.8％

64.1％

0 200 400 600 0 100 200 300

0 50 100 150 200 0 50 100 150

0 100 200 300 400 0 100 200 300

0 50 100 150 0 50 100 150

自構想区域完結率

2013年医療機関所在地ベースの患者数（人／日）
2025年医療機関所在地ベースの患者数（人／日）
2025年患者住所地ベースの患者数（人／日）

患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）
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＜圏域の特徴＞

高
度
急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 57.6% で、都内隣接区域を含めると 88.5% と多摩地域で最も高い。

・流出先は北多摩南部が多く、流出患者の約半数を占める。

急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 68.0% で、都内隣接区域を含めると 91.3% と多摩地域で最も高い。

・北多摩西部の急性期医療機関に入院する患者の 71.8% が、北多摩西部の住民

・流出患者のほとんどが都内で収まっており、特に多摩地域の隣接区域が流出先の中心

回
復
期
機
能

・自構想区域完結率は 65.4% で、都内隣接区域を含めると 91.7% と西多摩に次いで高い。

・人口 10 万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均の約９割

・流出患者数と流入患者数が均衡

慢
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 40.8% で、都内隣接区域を含めると 89.4% と西多摩に次いで高い。

・‌�高齢者人口 10 万人当たりの医療療養病床数は都平均の約 1.1 倍、介護療養病床数は都平均
の約３割

図表　平成37年（2025年）の病床数の必要量等

（上段：人/日、下段：床） （人／日）

高度急性期
機能

急性期
機能

回復期
機能

慢性期
機能

在宅医療等 （再掲）
訪問診療のみ

患者数 446 1,394 1,308 921 8,178 5,226 

病床数 595 1,787 1,453 1,001 － －

図表 平成37年（2025年）の病床数の必要量等

注　‌�高度急性期機能から慢性期機能までは、いずれも医療機関所在地ベースの考えに基づき、また、在宅医療等については、患者住所
地ベースで将来の必要量を推計
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地理上の位置

１　基本情報
１　人口・面積

図表　人口・面積・人口密度・世帯数等

区　分
人　口（人） 面 積 人口密度 世 帯 数 一世帯当

たり人員

総　数 男　性 女　性 （㎢） （人 /㎢） （世帯） （人）

東 京 都 13,515,271 6,666,690 6,848,581 2,190.93 6,168.7 6,701,122 2.02 

北多摩南部 1,022,646 503,583 519,063 96.1 10,641 493,652 2.07 

　出典：総務省「国勢調査」（平成 27 年）・国土交通省国土地理院「平成 27 年全国都道府県市区町村別面積調査」

人口は平成 27 年 10 月１日現在 1,022,646 人であり、東京都の人口の 7.6％に当たります。

２　医療施設・医療従事者の状況
図表　病院数

区　　分 北多摩南部 東 京 都

病　院　総　数 48 642

一　般　病　院 42 592

精 神 科 病 院 6 50

結 核 療 養 所 0 0

【再掲】 地域医療支援病院 4 25

【再掲】 救急告示病院 20 310

【再掲】 療養病床を有する病院 20 245

一 般 診 療 所 828 12,780

【再掲】 有床診療所 21 431

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

府中市 

小金井市 
武蔵野市 

三鷹市 

調布市 
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11　北多摩南部保健医療圏
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図表　病院病床数

区　分
病床数 人口１０万対病床数

北多摩南部 東京都 北多摩南部 東京都

病 院 病 床 総 数 11,206 127,110 1,095.8 940.5

一般病床 6,185 81,125 604.8 600.2

療養病床 1,449 22,708 141.7 168.0

精神病床 3,465 22,612 338.8 167.3

結核病床 87 520 8.5 3.8

感染症病床 20 145 2.0 1.1

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」（平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

図表　主な入院基本料別病床数

　※１は医療療養病床、※２は介護療養病床と読み替え。いずれも、人口 10 万対病床数は高齢者人口を使用。

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

　　（平成 28 年１月１日現在）を用いた。

　出典：「平成 28 年度病床機能報告」
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図表　医療施設（病院・一般診療所・歯科診療所）における従事者の状況

区　分 北多摩南部 東京都
人口 10 万対 人口 10 万対

医 師 3,274.5 320.2 47,278.0 349.8

歯 科 医 師 992.7 97.1 17,653.4 130.6

薬 剤 師 397.5 38.9 5,554.7 41.1

保 健 師 52.6 5.1 1,911.0 14.1

助 産 師 304.8 29.8 3,397.5 25.1

看 護 師 7,536.2 736.9 84,349.0 624.1

准 看 護 師 707.0 69.1 12,042.5 89.1

歯 科 衛 生 士 727.2 71.1 12,468.0 92.3

歯 科 技 工 士 43.9 4.3 1,078.8 8.0

理 学 療 法 士 467.5 45.6 6,005.5 44.4

作 業 療 法 士 290.0 28.3 2,899.6 21.5

診 療 放 射 線 技 師 372.7 36.5 5,719.1 42.3

診療エックス線技師 29.1 2.7 250.8 1.9

臨 床 工 学 技 士 190.5 18.6 2,469.5 18.3

　注１：‌�従事者数は、常勤換算（従事者について、その職務に従事した１週間の勤務時間を当該医療施設の通常の１週間の勤務時間で

除した数）である。

　注２：病院、一般診療所及び歯科診療所の従事者の計である。

　注３：人口 10 万対従事者数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」( 平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査・病院報告」（平成 26 年 10 月）
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　この圏域における病院（入

院）の受療割合をみると、流

入患者割合 50.0％に対して

流出患者割合 41.0％と流入

超過になっています。

　域内完結率は 59.0％と東

京都全域の割合を上回って

います。

　主要傷病別流入流出状況

をみると、心疾患以外の傷病

で、流入・流出率がともに

50％以内に収束しています。

2　受療の状況

図表　北多摩南部保健医療圏内施設における
圏域住民－圏域外住民の受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　北多摩南部保健医療圏内住民の
　　圏域内－圏域外受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　北多摩南部の主要傷病別流入流出状況
（病院の推計入院患者）

　　　　　資料：厚生労働省「患者調査」（平成 26 年）
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＜高度急性期機能＞

図表　北多摩南部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩南部在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜急性期機能＞

図表　北多摩南部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩南部在住の患者が入院する医療機関の所在地
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＜回復期機能＞

図表　北多摩南部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩南部在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜慢性期機能＞

図表　北多摩南部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩南部在住の患者が入院する医療機関の所在地
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　　　図表　医療機関所在地ベースの推計患者数　　　（参考）患者住所地ベースの推計患者数
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2025年患者住所地ベースの患者数（人／日）

患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）

注　‌�平成 25 年（2013 年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベースの医療需要推計は

平成 37 年（2025 年）以降を掲載
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）
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＜圏域の特徴＞

高
度
急
性
期
機
能

・多摩地域で唯一、特定機能病院が１施設（大学病院本院は１施設）所在

・自構想区域完結率は 69.8% と多摩地域で最も高く、都内隣接区域を含めると 88.2%

・‌�流入超過の構想区域であり、多摩地域の構想区域からの流入が多く、流入患者の約 59% に
あたる。

急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 70.6% と高く、都内隣接区域を含めると 90.0％

・‌�流入元・流出先は高度急性期機能と同様の傾向であり、流入元の約６割を多摩地域、流出先
の約６割を区部が占めている。

回
復
期
機
能

・自構想区域完結率は 68.3% で、都内隣接区域を含めると 90.8% である。

・人口 10 万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均並み。

慢
性
期
機
能

・‌�高齢者人口 10 万人当たりの医療療養病床数が、多摩地域の構想区域では唯一、都平均を下
回る約６割

・流出患者のうち、南多摩に流出している割合が約４割と突出して高い。

図表　平成37年（2025年）の病床数の必要量等

（上段：人/日、下段：床） （人／日）

高度急性期
機能

急性期
機能

回復期
機能

慢性期
機能

在宅医療等 （再掲）
訪問診療のみ

患者数 1,072 2,408 2,373 1,427 15,069 10,695 

病床数 1,429 3,087 2,637 1,551 － －

図表 平成37年（2025年）の病床数の必要量等

注　‌�高度急性期機能から慢性期機能までは、いずれも医療機関所在地ベースの考えに基づき、また、在宅医療等については、患者住所
地ベースで将来の必要量を推計
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地理上の位置

１　基本情報
１　人口・面積

図表　人口・面積・人口密度・世帯数等

区　分
人　口（人） 面 積 人口密度 世 帯 数 一世帯当

たり人員

総　数 男　性 女　性 （㎢） （人 /㎢） （世帯） （人）

東 京 都 13,515,271 6,666,690 6,848,581 2,190.93 6,168.7 6,701,122 2.02 

北多摩北部 731,469 357,627 373,842 76.51 9,560 319,497 2.29 

　出典：総務省「国勢調査」（平成 27 年）・国土交通省国土地理院「平成 27 年全国都道府県市区町村別面積調査」

人口は平成 27 年 10 月１日現在 731,469 人であり、東京都の人口の 5.4％に当たります。

２　医療施設・医療従事者の状況
図表　病院数

区　　分 北多摩北部 東 京 都

病　院　総　数 41 642

一　般　病　院 33 592

精 神 科 病 院 8 50

結 核 療 養 所 0 0

【再掲】 地域医療支援病院 2 25

【再掲】 救急告示病院 17 310

【再掲】 療養病床を有する病院 16 245

一 般 診 療 所 468 12,780

【再掲】 有床診療所 11 431

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

東村山市 
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12　北多摩北部保健医療圏

北
多
摩
北
部



第
２
章　
（　
　
　
　
　

）

533

図表　病院病床数

区　分
病床数 人口１０万対病床数

北多摩北部 東京都 北多摩北部 東京都

病 院 病 床 総 数 8,426 127,110 1,151.9 940.5

一般病床 4,268 81,125 583.5 600.2

療養病床 1,743 22,708 238.3 168.0

精神病床 2,193 22,612 299.8 167.3

結核病床 216 520 29.5 3.8

感染症病床 6 145 0.8 1.1

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」（平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

図表　主な入院基本料別病床数

　※１は医療療養病床、※２は介護療養病床と読み替え。いずれも、人口 10 万対病床数は高齢者人口を使用。

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

　　（平成 28 年１月１日現在）を用いた。

　出典：「平成 28 年度病床機能報告」
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図表　医療施設（病院・一般診療所・歯科診療所）における従事者の状況

区　分 北多摩北部 東京都
人口 10 万対 人口 10 万対

医 師 1,535.7 209.8 47,278.0 349.8

歯 科 医 師 570.3 78.0 17,653.4 130.6

薬 剤 師 258.0 35.2 5,554.7 41.1

保 健 師 22.9 3.0 1,911.0 14.1

助 産 師 100.7 13.8 3,397.5 25.1

看 護 師 4,082.9 558.3 84,349.0 624.1

准 看 護 師 917.7 125.6 12,042.5 89.1

歯 科 衛 生 士 398.2 54.3 12,468.0 92.3

歯 科 技 工 士 24.9 3.4 1,078.8 8.0

理 学 療 法 士 344.4 47.0 6,005.5 44.4

作 業 療 法 士 200.5 27.4 2,899.6 21.5

診 療 放 射 線 技 師 196.5 26.9 5,719.1 42.3

診療エックス線技師 4.2 0.5 250.8 1.9

臨 床 工 学 技 士 91.3 12.5 2,469.5 18.3

　注１：‌�従事者数は、常勤換算（従事者について、その職務に従事した１週間の勤務時間を当該医療施設の通常の１週間の勤務時間で

除した数）である。

　注２：病院、一般診療所及び歯科診療所の従事者の計である。

　注３：人口 10 万対従事者数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」( 平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査・病院報告」（平成 26 年 10 月）
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　この圏域における病院（入

院）の受療割合をみると、流

入患者割合 42.4％に対して

流出患者割合 40.0％と流入

超過になっています。

　域内完結率は 60.0％と東

京都全域の割合を上回って

います。

　主要傷病別流入流出状況

をみると、いずれの傷病も流

入・流出率とも 50％以内に

収束しています。

2　受療の状況

図表　北多摩北部保健医療圏内施設における
圏域住民－圏域外住民の受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　北多摩北部保健医療圏内住民の
　　圏域内－圏域外受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　北多摩北部の主要傷病別流入流出状況
（病院の推計入院患者）

　　　　　資料：厚生労働省「患者調査」（平成 26 年）
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＜高度急性期機能＞

図表　北多摩北部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩北部在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜急性期機能＞

図表　北多摩北部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩北部在住の患者が入院する医療機関の所在地
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＜回復期機能＞

図表　北多摩北部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩北部在住の患者が入院する医療機関の所在地

＜慢性期機能＞

図表　北多摩北部の医療機関に入院する患者の住所地

図表　北多摩北部在住の患者が入院する医療機関の所在地
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　　　図表　医療機関所在地ベースの推計患者数　　　（参考）患者住所地ベースの推計患者数
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）

注　‌�平成 25 年（2013 年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベースの医療需要推計は

平成 37 年（2025 年）以降を掲載

がん

脳卒中

成人肺炎

大腿骨骨折

121.8％

54.0％

150.4％

64.1％

134.4％

70.3％

154.1％

74.2％

146.5％

79.1％

161.6％

81.1％

148.5％

69.1％

160.6％

69.1％

0 200 400 600 800 0 100 200 300 400

0 100 200 300 0 50 100 150 200

0 200 400 600 0 100 200 300 400

0 50 100 0 50 100

自構想区域完結率

2013年医療機関所在地ベースの患者数（人／日）
2025年医療機関所在地ベースの患者数（人／日）
2025年患者住所地ベースの患者数（人／日）

患者伸び率
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主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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図表 医療機関所在地ベースの推計患者数 （参考）患者住所地ベースの推計患者数）
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＜圏域の特徴＞

高
度
急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 54.2％で、都内隣接区域を含めると 80.6％

・流出先は北多摩南部が多く、流出患者の３割強を占める。

・流入元で最も多いのは、埼玉県の隣接区域

急
性
期
機
能

・自構想区域完結率は 64.2% で、都内隣接区域を含めると 83.5% である。

・‌�流出先は北多摩南部が多く、高度急性期機能から継続して入院している患者も含め、流出患
者の約３割を占める。

回
復
期
機
能

・‌�流入元・流出先は高度急性期機能・急性期機能と同様の傾向であり、自構想区域完結率は
66.0% で、都内隣接区域を含めると 83.3%

・人口 10 万人当たりの回復期リハビリテーション病床数は、都平均の約 1.2 倍

慢
性
期
機
能

・自構想区域完結率が 57.6% で、都内隣接区域を含めると 71.6% と多摩地域で最も低い。

・高齢者人口 10 万人当たりの医療療養病床数は、都平均の約 1.4 倍、介護療養病床数は、都
平均の約 1.5 倍

・流出先で最も多いのは、埼玉県の隣接区域

図表　平成37年（2025年）の病床数の必要量等

（上段：人/日、下段：床） （人／日）

高度急性期
機能

急性期
機能

回復期
機能

慢性期
機能

在宅医療等 （再掲）
訪問診療のみ

患者数 447 1,464 1,647 1,595 9,975 6,584 

病床数 596 1,877 1,830 1,734 － －

図表 平成37年（2025年）の病床数の必要量等

注　‌�高度急性期機能から慢性期機能までは、いずれも医療機関所在地ベースの考えに基づき、また、在宅医療等については、患者住所
地ベースで将来の必要量を推計
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地理上の位置

１　基本情報
１　人口・面積

図表　人口・面積・人口密度・世帯数等

区　分
人　口（人） 面 積 人口密度 世 帯 数 一世帯当

たり人員

総　数 男　性 女　性 （㎢） （人 /㎢） （世帯） （人）

東 京 都 13,515,271 6,666,690 6,848,581 2,190.93 6,168.7 6,701,122 2.02 

島 し ょ 26,491 13,859 12,632 404.61 65 13,425 1.97 

　出典：総務省「国勢調査」（平成 27 年）・国土交通省国土地理院「平成 27 年全国都道府県市区町村別面積調査」

人口は平成 27 年 10 月１日現在 26,491 人であり、東京都の人口の 0.2％に当たります。

２　医療施設・医療従事者の状況
図表　病院数

区　　分 島しょ 東 京 都

病　院　総　数 1 642

一　般　病　院 1 592

精 神 科 病 院 0 50

結 核 療 養 所 0 0

【再掲】 地域医療支援病院 0 25

【再掲】 救急告示病院 1 310

【再掲】 療養病床を有する病院 0 245

一 般 診 療 所 22 12,780

【再掲】 有床診療所 9 431

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

13　島しょ保健医療圏
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図表　病院病床数

区　分
病床数 人口１０万対病床数

島しょ 東京都 島しょ 東京都

病 院 病 床 総 数 54 127,110 203.8 940.5

一般病床 52 81,125 196.3 600.2

療養病床 0 22,708 0.0 168.0

精神病床 0 22,612 0.0 167.3

結核病床 0 520 0.0 3.8

感染症病床 2 145 7.5 1.1

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」（平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成 26 年 10 月）

図表　主な入院基本料別病床数

　※１は医療療養病床、※２は介護療養病床と読み替え。いずれも、人口 10 万対病床数は高齢者人口を使用。

　注：人口 10 万対病床数の算出基準となる人口は、東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

　　（平成 28 年１月１日現在）を用いた。

　出典：「平成 28 年度病床機能報告」
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図表　医療施設（病院・一般診療所・歯科診療所）における従事者の状況

区　分 島しょ 東京都
人口 10 万対 人口 10 万対

医 師 41.2 155.9 47,278.0 349.8

歯 科 医 師 31.1 118.4 17,653.4 130.6

薬 剤 師 5.0 19.6 5,554.7 41.1

保 健 師 3.0 11.3 1,911.0 14.1

助 産 師 5.4 20.4 3,397.5 25.1

看 護 師 103.8 392.2 84,349.0 624.1

准 看 護 師 19.7 75.5 12,042.5 89.1

歯 科 衛 生 士 16.0 60.8 12,468.0 92.3

歯 科 技 工 士 7.0 26.4 1,078.8 8.0

理 学 療 法 士 7.5 28.6 6,005.5 44.4

作 業 療 法 士 0.0 0.3 2,899.6 21.5

診 療 放 射 線 技 師 7.0 24.6 5,719.1 42.3

診療エックス線技師 0.0 0.0 250.8 1.9

臨 床 工 学 技 士 3.7 14.0 2,469.5 18.3

　注１：‌�従事者数は、常勤換算（従事者について、その職務に従事した１週間の勤務時間を当該医療施設の通常の１週間の勤務時間で

除した数）である。

　注２：病院、一般診療所及び歯科診療所の従事者の計である。

　注３：人口 10 万対従事者数の算出基準となる人口は、総務省「国勢調査」( 平成 27 年）を用いた。

　出典：厚生労働省「医療施設調査・病院報告」（平成 26 年 10 月）
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　この圏域における病院（入

院）の受療割合をみると、流

入患者割合は 0.0％です。一

方で、流出患者割合は 100

％と非常に高くなっていま

す。

　主要傷病別流入流出状況

をみると、悪性新生物、脳血

管疾患の流出率は 50％を超

えています。

2　受療の状況

図表　島しょ保健医療圏内施設における
圏域住民－圏域外住民の受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　島しょ保健医療圏内住民の
　　圏域内－圏域外受療割合
（病院の推計入院患者）

図表　島しょの主要傷病別流入流出状況
（病院の推計入院患者）

　　　　　資料：厚生労働省「患者調査」（平成 26 年）
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＜高度急性期機能＞
図表　‌�島しょの患者流出先二次医療圏

上位１０圏域
図表　‌�島しょの患者流入元二次医療圏

上位１０圏域
都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日） 都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日）

1 東京都 区西南部 13.9 1 東京都 区西部 0.0 
2 東京都 区中央部 0.0 2 東京都 区西北部 0.0 
3 東京都 区西部 0.0 3 東京都 区東部 0.0 
4 東京都 北多摩南部 0.0 4 東京都 区東北部 0.0 
5 神奈川県 横浜南部 0.0 5 東京都 北多摩南部 0.0 
6 東京都 区南部 0.0 6 神奈川県 川崎北部 0.0 
7 東京都 区西北部 0.0 7 東京都 区西南部 0.0 
8 東京都 区東部 0.0 8 東京都 北多摩北部 0.0 
9 静岡県 熱海伊東 0.0 9 大阪府 豊能 0.0 
10 神奈川県 横浜北部 0.0 10 東京都 区中央部 0.0 

＜急性期機能＞
図表　‌�島しょの患者流出先二次医療圏

上位１０圏域
図表　‌�島しょの患者流入元二次医療圏

上位１０圏域
都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日） 都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日）

1 東京都 区西南部 23.0 1 東京都 区西部 0.0 
2 東京都 区中央部 0.0 2 大阪府 豊能 0.0 
3 東京都 北多摩南部 0.0 3 東京都 区東部 0.0 
4 東京都 区西部 0.0 4 東京都 区西北部 0.0 
5 東京都 区南部 0.0 5 東京都 区南部 0.0 
6 東京都 区西北部 0.0 6 埼玉県 さいたま 0.0 
7 静岡県 熱海伊東 0.0 7 神奈川県 川崎北部 0.0 
8 東京都 区東部 0.0 8 東京都 区西南部 0.0 
9 神奈川県 川崎北部 0.0 9 埼玉県 南西部 0.0 
10 東京都 南多摩 0.0 10 東京都 北多摩南部 0.0 

＜回復期機能＞
図表　‌�島しょの患者流出先二次医療圏

上位１０圏域
図表　‌�島しょの患者流入元二次医療圏

上位１０圏域
都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日） 都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日）

1 東京都 区西南部 22.0 1 大阪府 豊能 0.0 
2 東京都 区中央部 0.0 2 東京都 区西部 0.0 
3 静岡県 熱海伊東 0.0 3 埼玉県 さいたま 0.0 
4 東京都 区南部 0.0 4 東京都 区東部 0.0 
5 東京都 北多摩南部 0.0 5 東京都 区中央部 0.0 
6 東京都 区西北部 0.0 6 東京都 区南部 0.0 
7 東京都 区西部 0.0 7 東京都 区西北部 0.0 
8 東京都 区東部 0.0 8 岩手県 盛岡 0.0 
9 東京都 北多摩西部 0.0 9 神奈川県 川崎北部 0.0 
10 東京都 区東北部 0.0 
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＜慢性期機能＞
図表　‌�島しょの患者流出先二次医療圏

上位１０圏域
図表　‌�島しょの患者流入元二次医療圏

上位１０圏域

都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日） 都道府県 二次医療圏 流出者数（人／日）
1 東京都 北多摩南部 0.0 1 東京都 区西北部 0.0 
2 東京都 南多摩 0.0 2 東京都 北多摩南部 0.0 
3 東京都 区中央部 0.0 3 東京都 北多摩北部 0.0 
4 神奈川県 横浜北部 0.0 4 埼玉県 西部 0.0 
5 東京都 区西南部 0.0 5 長野県 諏訪 0.0 
6 埼玉県 西部 0.0 6 東京都 南多摩 0.0 
7 東京都 区西北部 0.0 7 東京都 区東部 0.0 
8 千葉県 千葉 0.0 8 東京都 区西南部 0.0 
9 東京都 区東北部 0.0 
10 埼玉県 南西部 0.0 

※必要病床数等推計ツールでは、患者数等の集計単位が 10 未満の場合、非公表となっている。
　10 未満の集計値については未集計、若しくは網かけにて記載
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　　　図表　医療機関所在地ベースの医療需要推計（患者数）　　　（参考）患者住所地ベースの医療需要推計（患者数）
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患者伸び率
【凡例】

主要疾患別にみた患者の伸び率と自構想区域完結率（2025年）【グラフ左側：全年齢／右側：75歳以上】

注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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注 平成25年（2013年）における医療需要は、医療機関所在地ベースにて算出されるため、患者住所地ベース
の医療需要推計は平成37年（2025年）以降を掲載
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＜圏域の特徴＞

全　
　

体

・病床機能報告においては、全ての医療機関が「急性期機能」を選択

・‌�限られた医療資源の中で、救急患者への対応や手術、在宅に帰す機能、外来、往診に至るま
で地域で必要とする医療を担っている。

・‌�本土の大学病院等から特定の診療科の医師等を派遣し、島しょで必要な専門医療を確保して
いる。

・主な流出先は区西南部

図表　平成37年（2025年）の病床数の必要量等

（上段：人/日、下段：床） （人／日）

高度急性期
機能

急性期
機能

回復期
機能

慢性期
機能

在宅医療等 （再掲）
訪問診療のみ

患者数
10人／日未満
のため数値なし 16 18 

10人／日未満
のため数値なし 305 186 

病床数
10人／日未満
のため数値なし 21 20 

10人／日未満
のため数値なし － －

病床数の
構成割合 ― % ― % ― % ― %注　‌�高度急性期機能から慢性期機能までは、いずれも医療機関所在地ベースの考えに基づき、また、在宅医療等については、

患者住所地ベースで将来の必要量を推計
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